
[ 口頭発表］

B M i x - M P 法のN l E T により
匡孔が消失した2 症例
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従来の感染根管治療で再治療のケースでは，既存

の根管充填材を除去した後に根管形成，根符充填を

行う．しかし，根管充填材をすべて除去する際に
は，パーフォレーションおよび歯根破折などのリス
クがつきものである．根管充填材を残したまま根管

治療を完了でき，かつ良好な結果が得られれば，こ
のようなリスクを回避できる上に，患者の，ひいて
は術者のストレスの軽減が図られ，治療がスムーズ
に進むであろう．

本稿では，経過不良，治療困難として他院で抜歯

の宣告を受けた2 例，従来の治療法では治癒に導く
のが難しいと思われる症例，および歯根端切除手
術を行ったが症状の改善のみられなかった症例を

3 M i x －M P 法のN I E T 窯により治癒に導いたので報告
する．なお，2 例とも疲孔を形成していたが，いず
れも治療後に消失している．

I
患者：5 9 歳，男性．
主訴：下の前歯の歯ぐきが腫れた．

現症：下唇小帯付着部に直径5 m m の漉孔がみられ

る（図1 左) ．同部を圧迫すると排膿を認める．

打診痛，｜庚合浦はない．
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X 線所見：~ I T r の根尖部に境界明瞭なX 線透過像

がみられる．列にも透過像がみられるが，‐I T T
ほどの大きさはない（図1 右) ．

処置：

2 0 0 8 年2 ﾉ j l 5 1 I （初診より3 週間後) ，硬質レジ

ン前装冠，メタルコアを除去し，3 M i x －M P 法の
N I E T で根符治療を行うこととする．既存の根管充

填材の除去を試みたが，根管閉鎖のため一部のみを

除去し，貼薬薪座を形成した．3 M i x －M P の根管貼
薬を2 1 1 1 1 行い，処世開始より2 8 1 1 後に既存の根管充

填材を除去した部分の根特充填を行った（図2 ) ．
7 川1 1 1 ，根管充坂後4 カ月の’1 腔内写輿とX 線

写典を図3 に示す．根尖のX 線透過像に大きな変

化はみられないが，旗孔は消失している．1 1 唇小帯

付諦部の腫脹も治まり，打診浦や陵合捕などもみら

れず，経過は良好であるが，根尖部の歯榊骨の凹復
にはもう少し時間がかかると思われ，経過観察中で
ある．

*NIET（Non-InstrumcntationEnd(〕donticTreatment）：
根楕拡大や根符形成を行わず，根管I I 付近に貼薬藩唯（薬
剤の慨き場所，深さ2 m m ，i I I 〔徒1 m m の術洞）を形成し，
そこに3 M i x －M P をl I l I i 薬することにより忠附の無# i 化を似l
る治旅術式'･2)．
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患者：5 3 歳，男性．

主訴：他院で左下前歯の歯根端切除手術を受けた

が，経過不良で抜歯の宣告を受けた．

現症：「T 歯頚部付近の腫脹，根尖部歯肉に班孔が
みられる（図4 ) ．

X 線所見：根尖部から根長のl ／2 のところまで透

過像が連続してみられる．白線（歯柵硬線）も消
失している（図4 ) ．

処置および経過：

2 0 0 5 年1 月8 F I （初診) ，硬質レジン前装冠除去，
テンポラリークラウン装着．1 週間後（1 月1 5 1 1 ) ，
メタルコア除去，3 M i x －M P 法のN I E T による治療

症例2 （図4 ～図7 ）
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を行う．貼薬着座2）を形成し，3 M i x －M P を貼薬．
2 月5 1 1 （処侭3 週間後) ，前回の治療結果が思

わしくないため，l 1 l I i薬着座をより深く形成し1 1 1 1 :し，
3 M i x 戸M P を再度貼薬した（図5 ) ．6 週間後の3 月
1 9 日，3 M i x －M P 法のN I E T に従い根管充填を行っ
た．根管充填1 週間後（3 〃2 6 日) ，腫脹，痩孔は
消失（図6 ) ．

さらに1 カ月後の4 月3 0 1 1 , 硬質レジン前装冠装

若（図7 ) ．初診より4 カ月，根管充填1 カ月半で
煙孔は消失、骨透過像も縮小に向かっている．
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図3 2 0 0 8 年7 月1 1 日．根符充填後4 カ月の口腔内埠典およびX 線写真．
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図1 2 0 0 8 年1 月2 1 1 1 ．初診時1 1 腔内写其およびX 線写典．直径5 m m の遮孔がみられる 図2 2 0 0 8 年3 j j l 2 I ｣ ．根管充堀後
のX 線写真．3 本の患歯ともU n d e r
根充（S p a c e根充)．
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2 症例とも，口腔内の症状はN I E T により完全に

消失した．以上のことから，次のことが考えられる．
①既存の根管充填材を除去しなくても，根管内を

無菌化できれば軟組織の症状は完全に消失させる
ことができる．

②軟組織と砿組織のI i 7 1 復において，両者間にはか
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色 初診時X 線写真
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なりのタイムラグが存在する．
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図7 2 0 0 5 年4 月3 0 1 1 ．治擁終了時の1 1 腔内写典（艇孔の変化のが其) ．
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初診時口腔内写真
図4 2 0 0 5 年1 月8 日．初診時の口腔内写典およびX 線辱典．2 つの矢印は 図5 2 0 0 5 年2 月5 1 1 ．貼薬若座

をより深く形成し3 M i x －M P を貼
薬したX 線写真．

それぞれ膿甥、扱孔を示す‘

図6 2 回1 1 の3 M i x P M P を貼薬した時点
（2 月5 H ）の1 . 1 腔内写真と，2 0 0 5 年3 月2 6
1 1 ．根管充填後1 週間の1 1 腔内写真．
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